
 
 

 

 

 

 

 

 

幌北まちづくりセンターだより 

 

 

北欧留学生交流会 

12 月 8 日（土曜日）午後 1 時から幌北会館で、学生と地域で考えるま

ちづくり会（通称：NeoLos（ネオロス）幌北）による留学生交流会が開催

されました。 

この交流会は、毎年 NeoLos（ネオロス）幌北が主催し開催しているも

ので、様々な国の魅力を地域の

方たちと交流しながら発信する

目的で行われています。 

今年の交流会には、ス

ウェーデン、フィンランド、

デンマークの北欧留学生

が参加し、スライドを用い

ながら、それぞれの出身国

の文化や名所などを日本語で紹介してくれました。 

その後、スウェーデンのサンドイッチケーキ「スモルガストータ」

や、デンマークのクリスマスデザート「リス・ア・ラ・マンデー」の作

り方を留学生に教わりながら、参加者全員で作って食べました。 

交流会には、地域住民や幌北児童会館の子どもたちなど 34 名が参加し、普段なかなか出会う機会がな

い留学生と会話を楽しみながら、交流を深めました。 

 

 

幌北こどもクリスマス会 

12 月 9 日（日曜日）午前 10 時から幌北小学校体育館で、 

第 21 回幌北こどもクリスマス会が行われました。 

このクリスマス会は、幌北連合町内会青少年部の主催に

よるもので、子どもたちや地域

の方、NeoLos（ネオロス）幌北

など、約120名の参加者が集ま

りました。 

最初に幌北小学校児童 2 名
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による開催宣言が行われ、その後子どもたちは一斉にクラッカ

ーを鳴らして、クリスマス気分を盛り上げました。 

キャンドルサービスでは、参加者全員で 1 つの大きな輪にな

って、子どもはペンライト、大人はローソクに火を灯しながら、ク

リスマスの起源などのお話に静かに耳を傾けました。 

その後、サンタクロースが登場し、サンタクロースからひと足

早いクリスマスプレゼントを貰いました。 

リクリエーションでは、じゃんけん列車やクリスマスに関する 

クイズ大会、ビンゴゲームが行われ、会場は大いに盛り上がりました。子どもたちの笑顔が溢れ、思い出に

残る楽しいクリスマス会となりました。 

 

 

幌北冬のつどいとミニミニ雪まつり 

2 月 9 日（土曜日）午後 1 時から、幌北小学校で「第 29

回幌北冬のつどいとミニミニ雪まつり」が開催されました。 

これは幌北連合町内会青少年部と関係団体が開催し

ている「冬のつどい」と、

NeoLos（ネオロス）幌北

の「ミニミニ雪まつり」を

合同行事として実施し

ているものです。今回

は、同校児童、地域の

方、アカシア若者活動センターの方、学生など約 200 名が参加しました。 

前半は、グラウンドで、親子そり、パン食い競争、雪中リレーが行われ、

子どもたちは雪の中、元気いっぱいに競技を楽しみました。休

憩時間は体育館に移動し、幌北連合町内会女性部お手製の

お汁粉や甘酒、蒸かしたさつまいもなどが振る舞われ、子ども

も大人も冷えた体を温めていました。 

後半は、同校 4 年生が北海道にちなんだ絵を描いたカード

を使った「神経衰弱」が行われました。子どもたち、地域の方、

学生がカードを囲み、大いに盛り上がり、交流を深めました。 

午後 4 時には、同校に面した歩道に並べられた約 120 個の 

アイスキャンドルと、子どもたちが絵を描いて飾りつけをした 

紙コップキャンドル

に火が灯され、辺りは優しい明かりに包まれました。 

史上最大の寒気と言われるほど寒い日でした

が、参加者は「はじめて参加したけど楽しかった」 

「アイスキャンドルきれいだね」などと話しながら、

それぞれ帰宅の途に着きました。 



 
 

ロボットプログラミング教室 

2 月 16 日（土曜日）に幌北小学校で、課題解決型ロボットプログラミング教室「ロボットと一緒に未来を作

ろう」が開催されました。このプログラミング教室は、NeoLos（ネオロス）幌北とアクセンチュア株式会社の 

主催によるもので、同校の 4 年生と 5 年生を対象に実施され、27 名の

児童が参加しました。 

当日は、9 つのグループに分かれ、ロボットプログラムの仕組みにつ

いて学んだあと、マニュアルをもとに、物が近づくと手を上げるロボット

「お手上げ太郎」を制作しました。 

その後、グループごとに解決したい課題やアイデアを出し合い、どの

ようにしたら課題が解決できるのかを考え、試行錯誤を繰り返しながら、

この世に 1 つしかないオリジナルのロボットを作り上げました。 

 

発表では、お掃除

ロボット、防犯ロボッ

ト、物を運ぶロボット、

手洗いうがいが楽し

くなるロボットなど、

いろいろなアイデア

が披露され、実際に

ロボットが動くと大きな歓声が上がりました。 

参加した児童からは、「とても楽しかった」という声が聞か

れ、とても有意義な一日となりました。 

  

幌北歩くスキーのつどい 

2 月 17 日（日曜日）に東区モエレ沼公園歩くスキー

コースで、幌北連合町内会主催の「歩くスキーのつど

い」が行われ、地域の方、NeoLos（ネオロス）幌北の

学生、子どもも含めた 28 名が参加しました。 

参加者は準備体操で体をほぐした後、小学生を先

頭に公園内のコースを歩くスキーで散策しました。 

こ の 日 は 天 候

にも恵まれ、柔ら

かな日差しのもと

心地よい汗を流し

ました。 

運動後は、同公園近くの温泉施設で入浴し、日頃の疲れを癒すととも

に、食事やゲームをしながら参加者どうしの交流を深めることができ、楽

しい充実した 1 日となりました。 

 



 
 

第２回幌北地区福まち研修会 

2 月 26 日（火曜日）午後 6 時から幌北会館で「第 2 回幌北地区福

まち研修会」が開催されました。 

これは幌北地区社会福祉協議会が主催する研修会で、「北海道

胆振東部地震の反省とその対策～災害時の高齢者支援～」をテー

マに開催され、45 名の地域の方が参加しました。 

研修では、各町内会の福祉推進委員から、9 月 6 日に発生した胆

振東部地震を振り返り、個人や地域として出来たことや出来なかった

こと、災害に備えて準備したいことなどについて報告がありました。 

その後、6 グループに分

かれ、災害に備えて準備す

べきことや心配なこと、行政

などへの要望事項について

活発な話し合いが行われ、

最後に各グループからの発

表がありました。 

参加者のみなさんは今回

の研修を通じて、災害時における住民同士の支え合いの大切さや、

日頃からの防災への備えの重要性について再認識する機会となりました。 

まちづくりセンターでは、住民票や戸籍謄本・抄本など 

札幌市の証明書を受け取ることができます 

取り扱い証明書 手数料 注意 

住民票 ３５０円 証明書は、申込日の翌開所日に 

ご用意できます。 

（祝日などがなければ、金曜日申

し込みの場合は次の月曜日にお渡

しできます。） 

印鑑登録証明書 ３５０円 

戸籍関係の証明 

（戸籍謄本・抄本など） 
４５０円 
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